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-

去
る
五
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
朝

H
町

長
選
挙
で、

魚
津
龍

一
氏

（道
下

・
四
十
七

歳

が
三
選
さ
れ
、

六
月
十
三
日
か
ら
魚
津

町
政
の
三
期
日
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

六
月
十
三
日
の
午
前
九
時
、

職
員
に
出
迎

え
ら
れ
て
初
登
庁
し
た
魚
津
町
長
は
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
四
階
大
ホ

l
ル
で
行
わ
れ
た

就
任
式
に
臨
み
、

職
員
を
前
に
こ
れ
か
ら
の

町
政
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
方
針
や
重

点
課
題
な
ど
に

つ
い
て

初
の
訓
示
を
行
い

ま
し
た
。

へJ
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｝
｝
｝
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｝
｝
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｝
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｝
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i
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｝

｝

、

．に
「
盟
か
で
活
力
あ
る
郷
土
砂
あ
さ

一

ひ
仰
の
実
現
」

に
向
け
、
町
民
の
賢

一

様
と
と
も
に
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に
い
た

～

し
て
お
り
ま
す
。

，

本
午
は
、
町
制
施
行
問
ト
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、

1
1
・

川
紀
に
向
け
て
さ
ら
な
る
発
展
を
す

べ
き
市
浜
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

い
く
た
め
に
は
、

関
係
各
位
を
は
じ
J

め
町
民
の
官
械
の
絡
別
の
ご
理
解
と

一

ご
協
力
の
も
と
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

一

ま
す
が
郷
上
の
発
展
の
た
め
に
全
力

一

を
傾
注
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一

就
任
に
あ
た
り
、
所
信
の

一
端
を

一

山中
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
骨

一

時
と
の
対
抗
を
呪
ね
な
が
ら
、
心

一

の一店、ヲ
町
政
を
進
め
て
ま
い
リ
た
い

、

就
任
の
ご
あ
い
さ
フ

朝
日
町
長

魚

津

育E

r
凡
月
の
町
長
進
学
に
お
き
ま
し
て

符
織
の
沿
か
い
ご
い
1X
担
に
よ
り
、

た
び
町
長
と
し
て
川
政
を
判
中ー
さ
せ

対
話
を
重
ね

仙
の
通
う
町
政
を
推
進

そ
の
た
め
に
は
、
将
米
を
凶
噌
し
と
砂
え
て
お
り
ま
す
。

…

判
川
町
一
物
総
合
計
同
の
改
定
を
進
め
な
に
と
ぞ
、

一
階
の
ご
折
樽
と
ご

一

な
ず
り
、
「
徳
一
峨
・生
き
が
い
と
文
化
恥
膨
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
中

一

の
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
快
適
で
住
み
よ
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
ヱ

い
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
活
気
と
魅
カ
に

様
の
ご
そ
辛
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

一

ょ
の
う
え
は
、
過
去
二
期
八
年
間
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
町
政
推
進

し
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

一

の
此
煮
な
経
験
を
ふ
ま
え
、
多
く
め
の
柱
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
純
策
を

識

し

ま
す
。

一

皆
様
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、

じ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま

…

温
か
い
心
の
通
う
町
政
を
モ
ッ
ト
ー
す
。
こ
れ
ら
の
猪
口
施
策
を
批
進
し
て

…
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；
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「｛｛ 〈｛（｛九（（｛（｛｛（（（

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
符
様
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を

巾
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
災

任
の
市
一
大
き
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

朝

町

制

色

行

8/1 Wll:llUfからf主 rl• 訓告

日月1日間
J3:QQ～17:00 

商工会館前

KN Bラジオ「数家直
樹のきばらしパスタイ
ム」
町のみどころ情報lまか

町

日

4砂放送日時

ラジオで町をPR 

40 

記
念

式
典

四
川
公
品
1

圃

[:J 

l時

－

会

場

朝
日
町
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

「
サ
ン
リ
l
ナ
」

8 
午 月
前 1
11 1:1 
H寺伺）

4砂会場
4砂番組

．内容
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都市計画道路停車場東草野線

（今回駅；前1広：：J場：n::

「
希
明
王
」
も
除
幕

告巴

看守l

活±
ヨ罰ζ

し、

た

芳

作

メ
ン
ト

モ柚

一月
ユ

J
R泊
駅
前
広
場
と
そ
の
周
辺
整
備
が
終
わ
り
、

六
月
三
日
に
同
駅
前
広
場
で
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
に
は
魚
津
町
長
を
は
じ
め
関
係
者

約
八
十
人
が
出
席
。
初
め
に
朝
日
町
出
身
で
臼

展
参
与
の
柚
月
芳
氏
作
の
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
『
希

望
」
が
柚
月
氏
ら
に
よ
っ
て
除
幕
さ
れ
、

そ
の

後
、
テ

l
プ
カ
ッ
ト
ゃ
く
す
玉
割
、
祝
賀
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ

っ
た
駅
前
広
場
は
三
千

四
百
平
方
M
と、
従
来
の
約
三
倍
の
広
さ
。
市中十

台
が
止
め
ら
れ
る
駐
車
場
や
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

タ
ク
シ
ー
采
り
場
の
ほ
か

円
形
ベ
ン
チ
や
洋

’恒

r
，aE
E
 

芳

たくましく前を見つめるうく縦、パラの花を胸

に抱さ、やさしくほほえむ1:i減、そして伸び伸

びと成長する満ちたりた笑顔の示供たちが、.，，

fllと十：せを願い、UJ1l:lに111］かヲて！被りなく前進

す~変ーを哀・現しています。

柚 月望」

あノ、

「希

-

...魚津町長、大平町議会緩長らによるテープカット

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
Tこ

風
の
街
路
灯
も

広
場
と
町
道
泊
環
状
線
を
結
ぶ
道
路
は
、
延
長

九
十
四
灯
。
幅
九
日
の
車
道
の
両
側
に
各
四
・
五

M
M

の
カ
ラ

l
タ
イ
ル
張
り
の
歩
道
が
あ
り
ま
す
。

総
事
業
費
約
五
億
七
千
七
百
万
円
を
か
け
、

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
ら
れ
て
き

た
町
の
表
玄
関
、
今
後
は
駅
前
の
交
通
混
雑
の

緩
和
は
も
と
よ
り
、
町
の
産
業
、
経
済
の
発
展
、

各
種
公
共
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス

さ
ら
に
は
観

光
面
な
ど
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

同守、、うす

ms・



崎
町
へ
の
思
い
を
映
像
じ

万一ヶコ

内
川
勝
義
さん

（日
歳
・
上
町
）

A 、戸
づf》’

「休
み
の

け
は
こ
う
し
て
、
コ
ロ
ン
と
れ

主
に
こ
も
り
、
ビ
ー
ル
片
予
に
編
集
作
業

大
家
庄
の
大
井
寛
・
あ
ゆ
み

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
4
年
旧
月
白
日
生
）

恥

we末
上
武
瑠
く

＠
 

ん

清
水
町
の
来
上
宗
明
・
智
香

子
さ
ん
夫
妻
の
長
男

（
平
成
4
年
9
月
白
日
生
）

"' 
を
し
て
い
る
か
、

外
へ
撮
影
に
出
か
け
て

い
る
か
。
ほ
と
ん
ど
、
こ
の
ど
ち
ら
か
－

一

つ
に

．
つ
で
す
ね
」

内
川
さ
ん
は
、

川
の
向
然
や
名
所

・
川

跡
、
祭
り
な
ど
を
帰
り
続
け
て
い
る
ア
マ

チ
A

ア
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
マ
ン
。
山
岳
れ
然

保
設
同
体

『大
越
市
中
山
保
勝
会
h

の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
ら
川
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

の
円
以
鉢
を
ビ
デ
オ
に
収
め
て
い
ま
す
。

「刊
し小
の
附
係
で
．

l
年
近
く
も
故
郷

を
離
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
こ
ち
ら
に

戻
っ
て
き
た
内
初
は
浦
品
太
郎
の
気
分
。

ド
必
い
の
述
純
で
し
た
が
、
さ
す
が
に
交

わ
り
ゆ
く
間
不
の
尖
し
さ
に
は
感
動
。
ま

た
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
蹴
り
た
い
と
い
う

怠
欲
が
わ
い
て
き
ま
し
た
」
。
大
手
建
設
会

社
に
勤
め
る
内
川
さ
ん
は
、
ぷ
城
で
の
卜

七
年
間
を
は
じ
め
、
七
尾
や
小
矢
部
な
ど
、

町
を
速
く
離
れ
た
午
前
を
長
期
に
わ
た

っ

て
体
験
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
怖
か
な
泌

り
刊
の
中
に
も
故
郷
へ
得
せ
る
人

一
一仰
の

思
い
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

よれ
－Z
の
部
屋
に
は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に

卜人
別
モ

ニ
タ
ー
、
デ
ッ
キ
に
制
集
機
る
ど

数
多
く
の
機
材
が
ズ
ラ
リ
。
撮
影
の
た
め

に
準
備
し
た
資
料
や
シ
ナ
リ
オ
、
テ
ー
プ

矧
も
き
ち
ん
と
保
作
特
則
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
日
ジ
は
町
の
観
光
ビ
デ
オ
を
作
製
す
る

こ
と
。
ま
あ
、楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
よ
」
。
臼
称
、
山
と
桝
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
か
ゴ
ロ
ン
太
く
ん
＼
笑
凱
の
ス
テ
キ

な
朝
日
の
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
で
す
。

物
君主勢

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

、
。

E

、水島

勝
岡
山
の
。
大
定
市
で
す
。
浜

松
山
か
ら
北
へ
市
で
約
一
．卜
分
。
パ

電
下
り
で
街
中
れ
な
天
竜
川
が
市
内
を

流
れ
、
今
大
電
美
林
に
代
ぶ
さ
れ
る
杉

や
お
然
、
し
い
た
け
の
ぷ
地
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
間
地
に
あ

る
た
め
判
タ
の
冷
え
込
み
は
厳

し
い
も
の
の
日
中
は
暖
か
く
、

も
ち
ろ
ん
勺
も
昨
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
と
附
じ
く
ら
い
住
み
よ

い
と
こ
ろ
で
す
よ
。

｜
｜
朝
日
町
で
の
生
活
は
い
か

が
で
す
か
？
朝
日
町
で
暮
ら
し
て
八

人r
で
は
す

っ
か
り

J
川
崎

の
人
間
e

に
な
り
ま
し
た
が
、

最
初
は
需
の
多
さ
と
魚
の
み
そ

£ド フjく
。島

孝幸さん（｜城 宮崎）

一一 YK K吉田工業 一一

佐田

a 仲良く楽しくがモットー ！
自 私たち「大家庄婦人会」は：力、参加する予定にしていま g
~ flごろから農協婦人部としつ：す。 ： 

；かり手をつないで活動してい j 今年

！るI血lメ．の焔人の集まりです。 ；と常われることが主いよう 、 ！ 

~ 14の支部で構成されており、 ：だれにでも制に刻Hしてら j
f各支部の支部長が集まる月 l ：らうことをねらいにi;i球教室 S
, li!Iの支部長会で。タテとヨコの ：を開催。なかなか好評で、た 自

｝連絡を取り合い、仲よく、楽：くさんの参加者でにぎわって ；

- しくをモ y トーにがん｛まって ：います。

：います。 ： また、大家庄地医では若長 ！

~ ≪11｝人全ではさまざまな活動 ：会（たん（J.'（まの会）の析さんが F
Fをしていますが、最近では6 ・積極的な活動を展開lしておら 8

8川3[Iに町内の史跡や胞設見．れるのも心強いかぎり。品l；人 自
；芋を実施。45名の参加をえて、 j会として以きる則HYを料 ：

：棚山コルフ場やi育料、赤JII ~ ています。 ， 
：焼 笹川焼の窯元、そしてilま； これからL全員の皆さんの：

； ｜玉l ~r- を兄て l!!.l るなど 、 制；義 ； さまざまな意見を取り人川；
4で実りある－1:1を過ごしまし ；がら、魅力ある婦人会である’
Oた。 8月には大家庄農協；｝.： ょう 、みんなで努力し、がん：

~ f症の納涼祭にも全員会員で協 ；ばりたいと思っています。 ： 
’~ .......... ,..., ...... ~ .... 晴晴晴晴J喧 ，z ， ；軍 司且骨E唱唱崎 ，._________ ,.,,J 

6・・

静
岡
県
天
竜
市

宮

崎水
鳥

敏
江
さ
ん

汁
、
・
V

↓い都市
の
放
さ
山
川
に
正
直
〉
け
っ
て

驚
き
ょ
ま
し
た
。
た
だ
、
よ
く
働
く
町

民
性
、
そ
し
て
問
季
折
々
の
も
の
を

午
前
の
小
に
取
リ
入
札、

什
然
と
共

生
し
て
い
る
暮
ら
し
振
り
は
ず
は
ら

し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

－
回｝
れ
か
ら
の
抱
負
と
町
に
望
む

こ
と
は
？

水

島

地

慌
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
で
迎
に
－

一凶、

一汁
を
流
し
て
い
ま

す
が
、
で
き
れ
ば
い
つ
か
家
紋
そ
ろ

っ
て
立
山
に
登
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

別
に
は
、
府
い
お
母
さ
ん
と
，
十
供
の

た
め
に
も
交
〈
上
な
公
凶
や
広
場
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

。

自
分
的
世
界
を
広
げ
た
い
v

社
会
に
山
て
．
．
 
年
け
。
会
社
で
は

引
在
、
主
に
ア
ル
ミ
控
材
の
塗
装
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
仕
事

に
も
慣
れ
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
世

界
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
き
た
い
と

川心
っ
て

い
ま
す
。

附
世
昧
は
ス
ポ
ー
ツ
。
小
…
ソ
十
作
九
時
代

か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い

る
ほ
か
、
サ
y

カ
ー
や
ビ

l
チ
ボ
ー

ル
、
ポ
ト
ス
キ
ー
な
ど
何
・
仏
く
こ
な

し
ま
す
。
ま
た
、
熱
街
魚
の
飼
育
む

楽
し
み
の
．
っ
。
ニ
l
ド
ル
ガ
ー
や

メ
チ
ギ
ス
な
ど
、
家
で
は
・
k
m州
知
の

川
県
お
魚
を
削

っ
て

い
ま
す
。
と
て
も

か
わ

い
く
て
、
も
う
少
し
抑
制
を
哨

や
し
た
い
く
ら
い
で
す
ね
。

い
よ
い
よ
大
針
き
な
夏
が
や

っ
て

き
ま
す
が
、
当
面
の
目
標
は
お
金
を

貯
め
て
車
を
口
い
い
四
百
え
る
こ
と
。
明

る
く
て
マ
ジ
メ
仰
な
が
l
ル
フ
レ
ン

ド
も
募
集
中
で
す
。

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
ご

う
さ
』
白
川
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
0
4）
へ
司
こ
報
を
。

-
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弘
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弥
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山
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ト
日
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p
k
v
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叫
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山

V
U骨川
ぺ
町
・
時

4

照

明

川

；

し
r

t作

6
也も？？‘

k
d
F
d
qけ
ぺ

仏

v

，rV

1

h
e，
M

川れ
向
市
制
州
市
仰
七
・
3A叩
診
つ

L

7

k

b

‘
s
o
h
J
M市
WMR山
崎
H
－

q

d

一
み

bHV2
2
下
旬
仁
科
f

d
L

先日、東京て関かれた f東京

朝日会」に出席した折、ある役

員の方から f朝日町の自来、環

境などをそのままの姿て残して

りってほじりAとりう言葉をり

ただきました。故郷を思う気持

ちはだれしも持ってりますが、

この町に住んてりる方々が伺を

...松本人志（17) 

一AW
E

－mu引
当
句
叫

企浜田雅攻（16) 

思り、要望してりるのか一一。

先！こ整備した駅前広場につりて

も f駅前が見違えるようにりっ

ぽになったaとりう意見もあれ

は、一方て fなぜ？ Jと少々不

満を持ってりる方もおられるよ

うてす。しかし私自身、町の将

来を考えると最小限の整備等が

必要てあると考えてります。

より快適な居住環境を築くう

えては道路網の整儲はもちろん、

下水道も重要な諜題。平成3年

には基本計画を策定しましたが、

終末処理場など皆さんの温かり

ご理解、ご協力を必要とする多

くの問題をかかえてります。今

年度後半には町の方針を示し、

日ろんなご意見を賜りたりと考

えております。

6月13日から町長としての3

...稲荷智子（ 6 ) 企MinamiMakizaki (?) 

ぷちのー＼
てノ ~－ ¥ 
J 。.dY~ ~J, 

できつ、

〔
ダ
イ
は
何
？
〕
｛

5
緩
憎
ん
｝

（映
易
会
の
後
の
会
話
の
中
で
）

保
母

『今
日
の
暁
畠
の
だ
い
は
は
ん

だ
っ
た
か
な
っ
・
」

（し
ば
ら
く
考
え
て
か
ら
・：）

J
〈
ん
「
と
び
箱
と
積
み
木
だ
っ
た
よ
」

保
母

「
・：つ・」

「：
グ
」
（
映
畠
の
題

名
を
聞
い
た
の
で
す
が
、

J
く

ん
は
映
写
機
の
台
と
勘
違
い
し

た
よ
う
で
す
ね
）

〔
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
〕
｛

4
歳
児｝

T
〈ん

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
中
に
人
間

が
入
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
」

A
Z
ん
「
入
っ
て
い
る
／
」

J
〈
ん
「
入
っ
て
い
な
い
／
」

保
母
「
入
っ
て
い
な
い
時
も
あ
る
つ
」

J
〈
ん
「
戦
い
の
と
き
入
っ
て
広
い
よ
」

保
母

（戦
い
が
き
ら
い
な
の
ね
：
・）

〔
ま
ん
ま
】
〈

3
歳
児
）

H

門
〈
ん
「
お
れ
A
A
7

白、

肉
と
日
っ
ぱ
と

'ih助三、l;n祭・JI 

5 
「みんなのページ」は、皆さんでつ

くっていだだくコーナーです。漫画

やイラスト！と限らず、日ごろ感じて

いることや広＜知らせ疋いこと、広

報で取り上げてほしい問題怠ど、皆

さんからの声をお待ちしています。

． ，， ． 係

g・

納
豆
ま
ん
ま
食
べ
て
き
た
よ
」

U
Z
ん「
あ
れ
、
ま
ん
ま

っ
て
マ
マ
の

こ
と
な
が
に
：

．
ま
ん
ま
っ
て

－
一
る
わ
れ
ん
よ
」

H

門
〈ん

「
い
い
に
か
あ
、

ま
ん
ま
っ
て

ご
リ
ん
の
こ
と
や
ぜ
．

ん
知
、
勺
ん
が
や
あ
」

川
M

色。ん『
・・・

』

U
ち
ゃ

〔
親
パ
カ
？
〕
｛

2
愈
児

N
ちゃん「
夜
ね
、
わ
た
し
と
マ
マ
が
う

つ
っ
て
い
る
ビ
デ
オ
え
た
の
」

保
母
『
ど
ん
な
お
話
し
た
つ
」

N
E
ん
『
マ
マ
リ
、
つ
つ
っ
て
い
る
か
ら

『
ウ
フ
フ
』
だ
っ
て
」

保
母
『
パ
パ
は
つ
・」

N
らゃん『
パ
パ
リ
ね
え
、
わ
た
し
の
こ

と

『
や
っ
ぱ
り
、
か
わ
い
い
広

っ
て
み
ろ
っ
て
た
」

あ
も．

（問

題
）

①
魚
沖
川
長
は
収
合
何
期
日
？

＠
l
期

⑤
2
期

。

3
期

②
泊
駅
前
広
場
の
竣
一l
メ
が
あ

っ
た

の
は
6
川
の
何
日
？

＠
3
日

⑥
ロ
日

。
M
W
H

③
、｝
の
瓦
附
か
れ
る
全
岡
市
校
総
体
、

判

H
町
・
人
普
町
の
附
俄
枝
川
は
？

③
柔
道

⑤
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

。
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

（応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
許
き

7
H
日
日
（
叱
1

u
消
印
布
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

書
広
報
係
（
一T
m
l
w朝
日
町
道
下

1
1
3
3
）
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で

3
人
に
図
符
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
回
の
当
選
者
は
ウ
ェ

ン
デ
ィ
さ
ん
、
金
ぶ
ち
の
ペ
テ
ン
師

さ
ん
、
あ
べ
べ
さ
ん
で
し
た
。

広
報
ク
イ
ズ
⑮

期目がスタート。執務を始めて

』Jます。窓の外ι目をやると、
山々はちう初夏の彩り。 r雪解

けとともlこ次第lご移り変わって

日ぐ緑の美しさに感動を覚えた

のは4年前、ちょうど2期目の

終わりζろだったか…J。ぶど、

そんなことを思川出しながら、

町民総参加の町ブぐりC意を新

なにして川ます。 ( 6月15日記）

国間
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イl

V
応
募
資
格

明
円
町
在
住
右
、

勤

富
山
県
高
綬
総
体

｛
%
1
%
）

V
川
N
f
・
川
M
附
山
川
H
2
伏
約
九
州
は
や
．
・

1
5
0
0
M
6
似
七
続
出
峨
徳

・
トド4・仙跳

5
伏
金
ル
昭
夜

・
仙
川
M
川
陣
巾
巳
H
2
伏
品
川
九

川
川
市
h
、
3
伏
広
川
瓜
人

・
：
・
段
跳
2
代

溢
似
明
人

・
凶
作
刈
銚
2
伏
山
「
問
除
隊

・

必
一
恥
銚
1
山
川
越
以
明
人

・
采
道
例
入
れ

・
同
級
1
け
一
変
述
中
将
樹
、
2
佼
岡
本
似
也

v
k

f
・
内
問
九
段
l
位
大
偽
有
紀
f
（
大

会
祈
｝

・
削
M
“
作
一
上
作
初
見

・
川
終

段
2
位
大
ね
の
紀
「

第
8
回
全
国
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
察
予
選

（
民
糸
川
出
グ

ラ
ン
ド
）

V
M
N
f
の
泌
優
勝
山
崎
チ
l
ム

中
学
綬
郡
春
季
大
会

（
%
）
※
1
位
の

み
泌
総

V
同
体
の
部
剣
道
男
子
、
裟
滋
、
白
河

川
ん
小
川
’
r・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
V
m
明
人
の
部

・

采
滋
げ
い
刊
紙
山
沢
健
太
郎
一
川
M
級
附
ト
平

洋
予
防
・
同
級
れ
片
山
了
時
同
級
市
淡
必

川
市
・
阿
川
知
’
絞
り
谷
勝
徳
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
大
背
洋
介

・
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
k
f
ダ
ブ
ル
ス
辻

・
川
湖
州帆

第
川
引
回
都
民
体
育
大
会
（
%
、
%
、
%

夫
総
分
）
※
保
協
の
み
偽
械

V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス

・

般
削
H

，r大
収

・
同
村
組

・
初
級
以
l
m
n
f
狩

谷

・
小
限
机

・
・
米
位
制
入
水
叫

・
山川本

州
V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル
ス

・
一

般mN，
r片
的
山
パ
弘
V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

．
絞
叩
H
f
l
部
エ
ク
ス
プ
レ
ス
V
巾
球

シ
ン
グ
ル
ス

・
一
般
’
k
f
川
ト
．
T
訴
V

テ
ニ
ス

・
．
般
・
κ
f
州
刊
H
A
V
ビ
l
チ

ボ
l
ル

－
A
ク
ラ
ス
（
時
総
以
上
｝
川
内

子
大
ぶ
時
ビ
ー
チ
ボ
l
ル
愛
好
会
、
K

L
ヤ
ン
グ
ス
マ
イ
ル

－
B
ク
ラ
ス
（
初

歳
以
上
｝
削
H
f
大
門
家
庄
ピ
l
チ
ボ

i
ル

愛
好
会
、
k
，
r滋
タ

・
C
7
ラ
ス
｛
附

g剖・

歳
以
L
L
）
削
N
f
ブ
ル
ポ
ン

－
D
ク
ラ
ス

（
列
ぶ
以
k
｝
州
内
「
い
い
ち
ニ
A
、
k

f
か
っ
さ
か
V
山
下
京
采
辺
倒
人

・
2
年

山
手
治
掛
川

・
3
年
米
丘
屯
也

・
4
年
山

川酬叫

・
日
午
ぶ
m
戊
。
火
災

・
日
年
下
川
．

見
V
剣
道

・
例
入
J
T
州
法
犬
V
Mwk・

鍛
附
H
f
・
m
M
V
法
山
肌
ト
A
K
－
5
0
0
O

M
ゆ
歳
以
上
・
山
山
敢
和
V
隙
上
小
山
下
切

手
・
3
午
1
5
0
0
M
悔
沢
初
段

・
－
年

包
h

正
A

叶河
川
エトへ

・
2
・
3
午
hu九
山
山

6
J
J
U－
－

’

4

1

lj
 

M
a
n
悠

・
2
・3
ι
T
A
M
跳
鈴
木
よ
敏
・

2
・
3
w
T
トド4
h
u
川
跳
ぶ
し
し
義
仏

・
2
・3
年
比
刊

日
日
川
跳
耐
綿
一
成
V
HW上
山
T
午
k
f
・
2

ι
T
m
M
符
川
以

・
3
町
T
W
M
川
久
保
美

川町

・
－
年
削
竹
川
勝
川
い町長

・
2
年
1
5

0
0
M
符
川
以

・
3
b
T
1
5
0
0
M
－
A

K
点
紀
，
卜

・
i
・
2
年
l
x
川
口
川
リ
レ

ー
利
H
巾
｛
浴
中
小

・
符
川

－
h
本

・
佐

々
木
）

・
1
年
内
腿
九
校
大
川
刊
さ
っ
き

・

2
・
3
WT
山
地
九
段
稲
前
川
以
f

－
i
h
－

－必
一
郎
銚
山
水
－
M
球

・
2
・
3
年
心
恥
銚

川
内
附

・
2

・
1
年
心
刈
銚
川
久
保
美

山m
v
隙
l
少
年

・
6
年
m
H
A
大
久
保
朴m

Mm
－
6
年
同
H
U
－
M
大
会
大
介

・
“
年
・
・
4

恥銚－H川州川，山HL人
v
u
w
卜
．
少
K
－
ー
×
剛

M
リ
レ
ー
さ
ん
さ
と
小
（
大
相

・
金
山
・

よ間以

・
HK
山｝

下
新
川
郡
学
童
軟
式
野
球
春
季
大
会

（
%
・
%
・下山山川
町）

v
．俊
勝
ド
ハ
術
作
．

下
新
川
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会

（
%
・
%
下
人
品
川
町
）

V
優
勝
泊
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同

第
川
回
朝
日
町
小
学
校
体
育
大
会

｛一%

町
民
総
A
H
グ
ラ
ン
ト
｝
l
似
の
み
仙
紋

V
5
年
m
H
f
－
川
口
川
魚
川
徳
川
｛
山
崎
）

・
印

M
Hト八
介
代
史
（
大
山
氷
山
）

・
准

」

H
M
跳
森
川
徳
川
（
山
崎
）

・
必
幅
跳
大

久
保
H
1
人
｛
大
ハ
ネ
作
｝
代
川
総
川
（
山

（工Ha筒広）

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
股
・
刈
付
時
日

制
｛
さ
み
さ
と
｝

・
l
o
o
o
M
川
村
行

制
（
さ
ん
さ
と
｝

V
6
ι
TK，

r
・
綱
引川

長
浮
世
丸
子
（
さ
み
さ
i
y
－｝

・
ω
M
H
長

津
支
「
（
さ
ん
さ
と
｝

－
A
hH川
銚・水
h

紅
待
（
山
崎
）

ホ
h

同
作
（
昔
、
み
さ
と
）

・
必
幅
跳
山中
帆
梨
伶
（
市
川
附
｝

・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
校
ル
上
ゆ
か
り
（
さ
ん
さ
と｝

・
蜘
M
件
H
久
美
「
（
・
火
山
泳
山
汀
一

V
綱

川
リ
レ
ー
さ
み
さ
と
川

（RH
L小
‘
厄
山
、

仲
町
上
、
・
υ
川限）

ヲ月のスポーツ
SP・・DRTS 
・4主llllソフ トポール大会 ~ 11(11)19:15～ 

(Pl f以総介グランド）

・町民ゲートボール大会 IOllUl)8:30～ 

(i毎浜公l~J)

・Jllf民ビーチボール大会液全litlビーチボール
Jllf f選 IOll(H）～1411（村19::rn～

（文化体行センター）

• :_Jllf町長村野成大会 1711(1()!J:30～｛J!lf以

主主｛t-グランド ・小）LJlIグランド）、 2.J11 (I I) 
9・00～ ( lllf以総｛~ グランド）

・抜本！カ ・ソフピーチボール令llil人；会 I 711 (11) 
～18 ti (1~）9 : :;:; （文化体行センター）

・町民<x:r.aサ.， J力一大会 2011 (JjQ～22 ff f句、
2G 11(必～27ll(i!<)J9:30～（町民総合グランド｝

• !;: tゲートポール大会 2」lJ(ll)l-1:30～ 

｛んら怜!I!・i存センター）
．人淫答策・P,・J~ t~ゲートボール大会 31 I 1(11) 

ぉ：：rn～ W~i兵公（.;ii)

医療の現場から

係
長

小児肥満
この4月から、あさひ総合病

院小児科！と勤務しております。

よろしくお顕日します。

今回は、小児肥満につりてお

話しします。小児肥満はこの10

年間て2倍以上に増加し‘小児
成人病との関連からも大きな問

題となってります。肥満の原因

とじては、やはり過食と運動不

足が挙げられます。したがって

治療は、食事憲法と運動療法が

中心となります。まず栄養調査

をして、 l自の摂取エネルギー

を性 ・年齢・身長別の標準所要

エネルギー震を上回ってける場

合は、2～3か月をかけてこれ

を標準監まで減らし、さらに次

の2～3か月てその70～80%に
なるようにします。このようrz
して高度の肥満児！とは減量を指

導しますが、年少児の場合！こは

必ずしも低力口リー食とせず、

体重を増やさず！と身長の伸びる

のを待って肥満度を次第に落と

してりく方法をとります。次！と

運動穣法てすが、軽~J運動から

始め、 1日の摂取力ロリーの10

%ぐらりは消費するようにしま

す。球技など子供の好む運動を

やらせるほうが、身体も動かし

やすく長続きします。

治療を成功させる！こは、本人

がやせるとりう意識を持つこと

のほかに、家族ぐるみで正しり

食生活を行うことが必要です。

町では、朝日町の u誕生日” 8月1
日前後の町の様子を写真で撮る「朝日

町の表情展」を開催します。あなたの

身近にある町の表情を写真に撮ってお

寄せください。
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わ
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官
邸
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1
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0
内
線
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先に皆さんからお寄せい疋だいた懐かしい記録

写真を紹介し、町の移り変わりをたどる「なつか

しの写真展」を次のとおり開催します。

・会期 7JJ17A(I却・1811(月）の梢窄カップピーチボール全｜川大会、

I II （ゅの町制施行.JOI.＇.！年記念式典など
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社会福祉
協議会だより

i戸面高忌

． 朝日町社会福祉協議会
は、皆さんと共に地域の

福祉向上告目指す福祉団

体です。

・場所 草月自由T干iネ11:セン

ター内

官邸－0576

福
祉
の
た
め
に

こ
う
使
い
ま
し
た

nz~5隼度

決算
＆ 
夢業報告

川判
U
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

平
成

5
年
度
事
業
報
告
、

一
般

平成5年度朝日町社会福祉協議会一般会計決算
（単位：円）

支出

20.494,396 
総務貸 I, 052, 314 

E事業費
地主車福祉推進聖堂
ボランティアセンター費
ボランティアコーデイネー？ー

設置費

心配ごと相談所費
者E宅福祉推進望者
更生援援資

得祉活動専門員資

13,214,293 

1,227,789 言者支出会

。h
＇！.＇・一

5,516, 100 

4,693, 760 

1,343,100 

収入

21.463.591 

共向募金配分金

2,462,935 

繰入金

委託金

繍助金

会資

積立金

一
会
計
決
第
な
ど
が

5
円
引

n附

一
か
れ
た
評
議
員
会
で
ふ
認
さ
れ

ま
し
た
。

．
般
会
計
の
収
支

は
、
収
入

2
1
4
6

万
3
5
9
1川、

支

出
2
0
4
9
万
4
3

9
6円。

差
し
引
き

何
万
9
1
9
5同
は

一平成
6
年
一
皮
に
繰
り

魅
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

事
業
別
で
は
、
地

域
福
祉
推
進
費
に
お

万
5
9
0
0向
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
伐
に
I
4
2．力
5

1
1
6円
、
更
生
保

護
費
に

3
4
6方
5

4
8
7同
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
内
訳
は

グ
ラ
フ
参
照
）

5,000,000 

4' 467 ,065 

ミI 2鈴 O印

財産収入、交付金、諸収入、繰越金収入

朝
日
町
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

1=m＝凶静L•“：~Cl・11111

朝
日
町
（
本
庁
・
出
先
機
関
）

で
務
務
等
に
従
事
す
る
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

マ

一
般
事
務
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初
級
）
谷
干
名

マ
土
木
技
術
（
初
級
｝
符
干
名

マ
保

母

和

平
名

マ

看

護

婦

粁

・

卜

名

マ

調

攻

員

若

干

名

受
験
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マ
．
般
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務
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土
木
技
術

開
利
何
年
4
川
2
n
以
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に

生
ま
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た
人
で
、
～
H

川
佼
桁
し
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は
短
大
を
卒
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た
は
米
年
3

月
ま
で
に
卒
業
す
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兄
込
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の

人マ
保
付
昭
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的
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4
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2
臼
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川
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た
人
で
、
保
協
同
の
資
総

を
有
す
る
か
島
平
年
3
月
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で
に

当
該
資
格
取
得
見
込
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の
人

マ
者
諮
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州

昭
和
お
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4
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2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
肴
滋
鮒
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免

許
を
有
す
る
か
米
年
3
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に
当
該
試
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の
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師
一
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免
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人
H

位
制
見
込
み
の
人

そ
の
他
の
条
件

－
般
小
務
お
よ
び
保
川
り
は
町

内
に
作
品
川
を
訂
す
る
か
学
業
の

た
め
似
山
し
て
い
る
人

試
験
の
日
・
場
所

マ
，
般
ギ
務
、しし
木
技
術
、
保

’z
 

＆白－
－
次
試

験

平

成

6
年
9
川

四
日
制
官
同
山
県
立
呉
羽
高

等
学
校

－
一
一次

試

験

日

月
上

旬

朝

日
町
役
場

マ
看
護
娘
、
調
理
只

9
月
k
旬
制
日
町
役
場

受
付
け
期
間

平
成
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付
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し
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一
地
域
福
祉
講
座
開
催

一

現
在
の
地
域
に
お
け
る
社
会

福
祉
に
ぷ
め
ら
れ
て
い
る
も
の

は
何
か
。
ま
た
、
今
後
の
福
祉

は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
。

社
会
悩
祉
協
議
会
で
は
、
各
地

灰
へ
山
向
き
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
福
社
に
つ
い
て
考
え

る
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
似
U
呼
が
決
ま
リ
次
第
、

作
地
区
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

去」い
。

今
年
も
7
月
、
会
凶
作
地
で

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

罪
を
犯
し
た
人
の
い
史
生
と
犯

邦
予
防
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
を
実
施

平成6年 7月分ホット求人情報

募

集

． 
ハ
ー
ブ
教
室
受
講
生

幹
事
（
ハ

ー
ブ
）
の
殺
渚
や

料
攻
法
、
医
学
的
側
値
な
ど
、

実
際
に
ハ

l
ブ
染
め
や
ポ
プ
リ
．

防
虫
剤
作
り
な
ど
を
通
し
開
出

い
活
用
法
を
学
び
ま
す
。

日
時

7
月
羽
目
、

9
け
泣
口
、

日
月
剖
筒
、

1
月
山
口
日
、
3
月

日
日
（
い
ず
れ
も
木
臨
口
）
め

午
後

2
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

工戸ーマットなど

福祉機器を

お貸しします

車精子、

日赤救急講習会
ア月6日（水）
午後｜時30分

宿祉センター

人工呼吸、止血、骨折

の処置、患者運搬等

※参加は自由。 笛さんのご来場

をお待ちしています。

・日時

・場所

・内容

に
、
地
域
ぐ
る
み
で
犯
非
め
な

い
明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調｜祉i豆庫県｜④
在宅介護支援センター

a翻

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
夜

宅
で
介
護
を
要
す
る
老
人
ま
た

は
身
体
障
害
者
に
車
椅
子
や
エ

ア
！
？

γ
ト
、
ピ
ー
ス
マ
ッ
ト
、

ム
i
卜
ン
円
座
の
貸
与
を
行
っ

て
い
ま
す
（
6
か
月
限
度
、
更

新
可
）
。

ζ
れ
ら
の
福
枇
機
絡
は
、
身

体
の
機
能
低
ド
防
止
と
円
常
生

活
を
送
る
う
、え
で
も
役
立
つ
も

の
で
す
。
貸
し
出
し
を
希
宅
き

れ
る
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
お
楽
し
く
だ
さ
い
。

越
貝
肋
刷
ム
五
昌
日
（

加
入
状
況

れ
町
端
健

一
、
島
端
徐
子
、
加

藤
善
治
、
南
茂
蹴
、
点
附
茂
美
子
、

と
く
名
、
柴
山
と
み
子

以
上

7
名
、
同
日
（6
け
山
川
刑
判
点
）

めん宮司拘あ
のかみ 、‘J)り
事事らさ（ 古色カ
金 ！Ji.、と 5，、あふ
ま小丹w：ア ＇：＇
れ中日品 工ワ
な校？日 ご
い j向占聖 刀、
4 人数角雲 、h
万の場~藷 ー之
円 fこさ旦 i手・ー

在宅で寝たきり老人等の

介護を行っている家紋が、

身近なとよろで気経に専門

家に相談でき、市町村の窓

口に行かなくても必要な福

祉サービス等が受けられる

よう調整する24時間体制の

センターのこと。

夜IMIの緊急の相談等にも

対応できるよう特別養護老

人ホーム、 老人保健胞設、

病院等に併設され、相談や

サービス調整、介護指導の

専門家が配置されています。

3聾E霊
求人離陸纏 年前 貸金 f宝章I)

意志望草場所 採用 資絡経験
番号 円 休 日 人数 免 2午等

土木工事築、高 18才 『 147 ,500～ 
男
朝日町沼保

7 不問
選i道路維持作業 65才 212,000 日干足、m2・a土噌 普通免許

2 大雪控室重転手 23才ー 220.000- 男
朝日田T泊

2 
不問

50才 250,0目。 目、第2・4土曜， 大型免1午

3 配管エ及び見智
20才 『 194 ,000『

男
朝日田I遜下

3 不問40才 280,000 目、会事土指定之噛 普通免宮午

4 車2 造 18才ー 169,900-
5号
朝日町大家庭

2 
不問

工 40才 207 ,900 自宅兄、書店ト2・3二l;.8握

5 看 主盤
18才 ー 170,000『

女
朝日町道下

2 錫 55才 210,000 4旨定日 正、准看護婦

6 事 務
18才』

134,400 女
朝日町笹川 高校卒程度

員 50才 日祝他 普通免許

7 清酒製造 20才ー 120.000 女
朝日町境

2 
高校卒以上

50才 臼守兄他 普通免許

8 歯科助手受付 I 8才 ー
130,000-

女
朝日町道下 高校卒以上

30才 160,000 日祝、水稲午後

9 i鐙 i)IJ結束工
r s::t～ l引 ，600-

女
朝日町東草野

5 不問60：才 144,000 日祝f也

10 浴後切断
20才『 200,000～ 

男女
朝日田Tュ枚機

3 
高校卒程度

50才 250,000 日祝他

場
所

生
法
学
習
時

講
師

山
本
美
喜
子
氏
（
ハ

l

パ
リ
ハ
ウ
ス
ハ

l
ブ
山
下
院
代
表
）

定
員

初
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料

材
料
費
と
し
て

l
図

。JA
U
A
U
A
U
P
’

申
込
み
・
閉
会
せ

生
涯
学
習

館
（
宮
幻
H
1
2
9
4｝
へ
。

国
固困固

合r法人情蝿一覧表」むこ利用下8い (i鴎工観光眼力ウンターに贋示）
日〈わしいことは、令.it!公共事量輯安定所朗自介m:宮82-0198へお問い合わぜ〈ださい，

事量
国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
基
金
と
は
？

私
も
齢
幕
礎
年
令
に
十
采
せ
め

年
金
を
支
給
す
る
公
的
な
作
品
札

制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
方
は
？

初
ぶ
か
ら
印
絞
ま
で
の
e
け山内

楽
れ
な
ど
、
凶
民
午
4
止
め
第
－

u
り
被
保
険
お
の
み
で
す
。
た
だ

し
、
次
の
々
々
を
除
き
ま
す
。

①
同
以
年
余
の
保
険
料
を
免
除

さ
れ
て
い
る
方
。
②
州
刷
業
省
年

令
に
加
入
し
て
い
る
方
。

毎
月
の
働
金
及
び
受
け
と
る
年

金
額
は
？

加
入
川
数
及
び
給
付
の
型
、

加
入
時
の
年
齢
に
よ
ウ
て
掛
金
、

年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

税
の
特
典
は
？

借
金
は
、
所
得
税
や
住
民
税

の
拷
除
対
象
に
な
リ
ま
す
。

加
入
の
申
込
み
は
？

富
山
県
国
民
年
金
基
令
一
（
宮

0
7
6
4
（幻）

7
5
5
8）へ
。

※
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
住
民

年
金
係
（
宮
内
線

1
1
0）
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・・E’
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お
知
ら
せ

’Uタ
l
ン
青
年
に

，

報
償
金
を
支
給

町
で
は
、
町
外
か
ら
怖
い
町

に
M
W
郷
し
、
就
業
し
た
H
H
年
に

対
し
て
報
奨
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。報
償
金
は
U
タ
ー
ン
す
年

一

人
に
つ
き
2
0、0
0
0川
。
配

偶
省
を
伴
っ
て
帰
郷
し
た
場
合

は
3
0‘0
0
0問
。
た
と
し
、

州
郷
以
前
に
l
年
以
上
町
外
で

就
業
し
て
い
た
初
出
帆
以
L
し
お
歳

未
満
の
人
に
限
る
な
ど
、
い
く

つ
か
の
条
件
が
あ
リ
ま
す
。

ぶ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
役

場
商
工
観
光
課
（
宮
内
線
1
1

8
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。
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貸
し
出
し
無
料

E
「視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』

川
悦
聴
党
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ガ
イ
ド
」

「
感
動
物
語
｜
動
物
に
学
ぶ
」

な
ど
、
泣
本
の
ビ
デ
オ
を
新
た

に
購
入
し
ま
し
た
。
ご
利
附
は

無
料
で
す
。
お
気
経
に
活
用
く

だ
さ
い
。

川
い
A
H
わ
せ
は
判
N
阿
川悦
聴

覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（制
川
町
教

育
文
化
会
館
内
倉
田
H
0
5
0

9
）
へ
。

＊ 

－

消
防
設
備
士
試
験

試
験
の

種

類

叩
極
消
防
ぷ
備

しし

・
乙
mm消
防
出
品
備
上

試
験
実
施
日

8
月
初
日
出
、

幻
円
側

試
験
会
場

雌
昨
日
H
M
今
川
子
校

願
世
冒
受
付
け
期
間

7
川
口
H

仰
か
ら
7
川
引
け
榊
ま
で

市
川
し
く
は
消
防
粁
（
宮

m
t

0
0
0
9
｝
へ
川
い
A
H
わ
せ
を
．

E
毎
月
勤
労
統
計
調

，

査
に

ご
協
力
を

労
働
省
で
は
、

7
nお
H
現

在
で
常
用
労
働
者
1
1
4
人
を

ぽ
川
す
る
が
淀
川
を
対
象
に
『
似

川
動
労
統
計
川
市
川
特
別
訓
代
」

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
心
品
川
は
、
M
P
業
刈
に
お

ヂ
成

6
年

8
月
初
U
何
期
制

了
に
伴
う
朝
日
町
議
会
議
員
選

併
の

n
R手
が
次
め
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。

。
選
挙
の
執
行
期
日

8
月
7

・p・rE
・

。
選
参
の
告
示
日

8
川
2
n

ω
 

。
選
場
人
名
簿
の
登
録
日

8

M
l
H例

な
お
、
立
候
補
を
チ
定
す
る

方
々
に
必
要
企
首
相
棋
を
配
布
し
て

説
明
を
行
う
立
候
補
予
定
者
説

明
会

（
代
穆
出
席
可
）
を
7
月

は
日
嗣
午
後
2
時
か
ら
役
場
4

階
大
ホ
l
ル
で
附
き
ま
す
。

－
問
い
合
わ
せ
先

町
選
教
管
理
委
員
会
夢
務
局

朝日町議会議員選挙

投票日は8月7日（日）
一一立候補予定者説明会は7月13日闘に開催一一

私たちが町政に参加する最L身近な選挙ですから、みんなそろって般票しまし

ょっe

各地｜ポの校：；；，所（j；欠のとおりです.(lll;f,i,時ll:H:t午1iii7時から午後6時まで｝

宮

m
H
1
1
0
0内
線
2
0
6

平成6年度

全国高

け
る
口
小
川
、
労
働
時
間
及
び
労

働
打
数
の
川仰向
を
剛
山
辺
府
川
町
別

に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
訓

代
内
容
は
統
計
作
成
の
た
め
に

の
み
使
川
さ
れ
ま
す
。

7
月
下
旬
以
降
、
調
査

μが

対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

洋
し
く
は
山
山
県
統
計
川笠
宮

0
7
6
4
H村
H
3
1
9
2）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い。

校総体

生活必需晶価努
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－

労
働
災
害
を
追
放

知っていましたか？交

通点故よりl・5倍もいリ川い

発生中唱の労働災害。7月は

労災迫放キャンペーン期間

です。ひとたび先生すると

多くの人たちを悲ませ、山

しめる労働災有を町からな

くしましょう。

i受繋区 役 察 所 没頭区 役 蒙 所

場第 1 さみさと小学綬境教場教室 南保第1 南保小学校講堂

焼 2事ε大平公民館 爾保第E 南保小学綬鐙谷分佼教室

宮 崎 さのさと小学校宮崎教場教室 山崎第1 朝日町羽入自治会館

笹 Jll さみさと小学校笹川教場教室 山崎第E 山崎小学校講堂

泊 朝日町福祉センター 山崎第3 小在池公民館

五箇庄 五箇庄小学佼講堂 大家庄 大家圧小学佼講堂

全日本バレーボール高等学校女子選手権大会

朝日町会場「朝日町文化体育センター」

では、日月2日tklから4団側まで、 35試合
に熱戦を展開／

朝日町会場「記念式典」

8月己目C.1.1 8:05～0:25 
朝日町文化体門センター

「サンリーナJ

・日時

・会場

町の工事発注状況（500万円以上） f221 
一このコーナーは町が入札を行ったものを禍減していますー
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大平
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文教ゾーン鐙備tW~
市保~
6 if. 
47,380.000 

株式会社 イ~ JiliJ 

;z,庄受配ilt盤設備工事 6月 きんでん 情報J¥
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交
通
遺
児
育
成
資
金

すや手，、願意
、淫
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十
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念
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帆
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〉、
h
アンセ自立‘6

・
福町ロM朝＋み新

食

・

2

M
mw
起
き
や
す
い
シ
｜

時

ズ

ン

で

す

。
制
的
怜
食
中
恨
の

区

怖

い

の
は
、

食
べ
物
の
峠
も
に

槻
お
い
も
変
わ
ら
な
い
以
で
す
。

惜

l
清
潔

2
冷
却
ま
た
は
加

＊

熱

3
迅
速
の

3
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
守
り
、

食
中
必
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

交
ソ
必
泣
児
等
（
0
成
か
ら
小

学
生
ま
で
）
の
た
め
に
無
利
子

で
育
成
資
金
（

一
時
金
H
万
9

0
0
0
円
、
人
予
仕
度
金
4
万

2
0
0
0
円、

月
制
l

H
9
0

0
0
円
｝
を
貸
し
付
け
す
る
制

広
が
あ
リ
ま
す
。

ぶ
し
く
は
れ
仙
引
が
欣
対
策

セ
ン
タ
ー
日
山
支
部

（宮
0
7

6
4
H
ね
H
1
6
3
1
）
へ
問

い
合
わ
せ
を
。

－

食
中
毒
に
ご
用
心

育段を目指して
c m:inへ一川 ｛ 匿＝劃

• f制

2 ~ヒ鳳店
段骨ン先日

以でト自．
よ初 ・死 T
・段 Ii.・段

3 ＋ 手掛
合 力車 主主
以 下 で竺
肉 ・ 正
で樹

‘園．

二
般
書
）

日
本

一
短
い

「
母
」
へ

の
手
紙

一伯仲汀
川
町
九
同
町
制
若

夫
の
定
年
、
い
ぷ
の
川
橋村
如

刊

／

r

H

刊
泌
す
る
お
化
け

川H
肝
綾
子

ど
う
に
か
こ
う
に
か
ワ
シ
ン
ト

ン

阿

川

佐

和

下

心
に
残
る
と
っ
て
お
き
の
話

湖
文
社
一
端
集
部
一
端

強
制
技
術
た
ち
の
苦
闘

『科
学
朝
H
』
編
著

足
に
な
る
ま
で
愛
し
た
い
小
村
総
俊

一．
ト
世
紀
を
越
え
て

山
1
沢
弘
文

総
川
バ
臨
H

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（古
田
H
0
5
7
4）

新
し
い
本

と
や
ま
の
泌
パド

（小
説
）

炎
立
つ
巻
の
伍
高
橋
克
彦

戸
が
聞
き
た
い

組
問
あ
け
み

紛
の
ま
な
ざ
し

藤
栄
志
市
子

冊
目
…
白
の
ト
字
銀
行
村
達
也

9
主

7
5少

川

川

浪

E
4
6，つつ臼
e
e
T

「ト
1
4
U
H

釦
刷

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
辻

仁
成

は
る
さ
き
の
へ
び
縦
約
ぷ

貸
沢
な
恋
人
た
ち
村
上
総
他

刑
俳
H
K

殉

職

姉

小

路

祐

行あ
1ご った
1i'/i てし
ホみが
I fニ・M
ムいる

ズな家
の長

｜λl山赤友好 ll'i:,~t下
川 問 JIi 息 ま ~.r;..よ
1ポ詠次 llゅのう
犬美郎 み［t<Iこ

間

%
C
O
O
O
L

秋
わ
な
い
前

If ... 

商
人
の
町

f
パ
阪
々
に
は
、

独
内
の
文
化

・
忠
勝
γ
が
桜
づ
い

て
い
る
。
明
刊行
が
火
山
下
で
行
っ

て
い
る
講
義
を
べ

l
ス
に
‘
常

生
遠
の
レ
ポ
ー
ト
や
ラ
イ
バ
ル

で
あ
る
東
京
と
の
比
較
も
お
リ

ま
ぜ
て
、
そ
の
ゆ
大
阪
ん
を
知

的
に
諮
っ
た

一
附
。

匿豆函． 
10ヒ
分ン
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健康ィコフがーシヨシ
問合せ：保健センター宮

愛
の
献
血

協
力
打
ゃ
れ
（
5
川
実
施
分
、

会
印
は
棚
J

問
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
柳
川
献
血
お
）

宮
崎
地
区
A
M
行
谷
川
火
附
、
※
浜

川

保

笹

川
地
区
※
折
符
希
代

乃

泊
地
区
A
H

成
人
久
哉
、

A
H

木
村
学
夫
、

ムH
水
野
浩
一一
、
※

ト
〈
斤
令
子
、

※
久
貯
水
利
統
、※

怖い川鴨川
4

、※
ギ
附
加
代
子
、
※

藤
沢
武
志
、
※
魚
住
兵
白
菜
、

※
加
藤
俊
志
、
※

t
肥
弘
美
、

※
中
島
市
際

ぐ

※
名
取
校
、
※

南
野
敏
之
、

※
平
板
自
国
美
、
※

市小
野
弘
、
※
柳
F
停

：

※

出

中
止
乃
犬
、
※
川
中
山

f
、
※
h
J

崎
阿
彦
、
※
米
川
印
、
友
達
弘

具
、
榔
沢
よ
し
子
、
附
h
N
淑
子
、

平
野
舛

一
郎
、
郎
須
由
美
、
原

晴
美
、
積
谷
恵
子
、
松
本
武
志

五
箇
庄
地
区
会
金
井
食
品
袋
、

A
H

佐
波
附
犬
、

A
H

浜
川
光
4

川、

会

山
下
伴
、
※
古
江
山
氏
果
、
※

数
家
務
縦
、
※
佐
波
弘
、

dm
滞

山めぐみ、※永井川世紀子、

※松余念乃夫、大島美穂iT

南保地区会普川河利ι’、※

．数日立、※柳川ぷ山代、※

（子川速仰、※谷町犬、※谷

川市次、大森斡犬、悼行川市

7月の各種相談
①時間 ロ会場

裁 判所 出張調停相談

4日 。9:00～16:00 ロ制社センター
（月） 交通事故相談所巡回相談。io:oo～15:00 ロ ：岳部市中央公以断
5日 心配ごと相談
（火） 。13:00～16:00 ロ悩祉センター
12日 心配ご と相談 ・婦人相談
（火） 。13:00～16:00 白 州止センター
13日 社会保険出張相談
（水） 。io:oo-15:00 ロ役場会議室
18日 裁判所出張調停相談
（月） 。9:00～16:00 ロ悩祉センター
19日

心配ご と相談・行政相談

人権相談・税務相談
｛火） 。13:00-16:00 ロ悩祉センター
26日 心配 ごと相談

（火） 。13:00～16:00 白州止センター
27日 社会保険出張相談
（水） 010:00～is:oo ロ役場合前七

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

， 、、問，

角て

丸i
保血
健 亘
婦子ニ

役
員
の
万
を
過
し
て
申
し
込
み

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
申
し
込
み
方
法
が
変
わ

り
、
5
月
に
発
送
し
た
受
診
票

と
同
封
の
ハ
が
キ
又
は
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
、

ω歳
以
ト
．
で
受
診
誤

を
使
っ
て
同
が
ん
検
診
を
受
け

ら
れ
た
人
は
l
、
1
6
6人
で
し

た
。
そ
の
う
ち
1
4
1人
が
裂

精
密
検
公
と
臼
わ
れ
、
検
心
抗
さ

れ
た
結
決
、
小
八
万
の
人
は
円
山山

市
相
、
ポ
リ
l
プ、

円
炎
で
が
ん

が
発
比
さ
れ
た
の
は
数
名
で
し

定
期
的
に
が
ん
検
診

各
地
民
で
の
住
民
健
診
が
終

わ
リ
、
が
ん
検
診
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
検
＆
ゅ
の
申
し
込
み

は
も
う
さ
れ
ま
し
た
か
。

昨
年
ま
で
は
町
内
の
財
人
会

r宮崎のタライ船』

漁業の村宮崎では、

子供のころから海で遊
び、タライ舟を操るこ
とを覚え、サザエや姫

貝を取った。

代

山
崎
地
区
会
清
ポ
明
代
、

※
永

H
f、
※
本
川
淳
子
、
※

ぶ
削
涼
．
、
※
稲
荷
低
限
、
※
大

森
雅
子
、
※
久
保
附
淳
子
、
※

小
杉
点
降
、
※
谷
求
、
水
日
間
F
J

成

大
家
庄
地
区
会
沢
川
孝
樹

会
山
崎
久
夫
、
※
坂
U
洋
紀
、

※
住
占
ト
付
「
、
※
ト
れ
仲
庁
知
ロ
樹
、

※
小
川
洋
泊
、
※
什
川
上
日
物
入
、

※
商
品
仁
美
、
吋
山内
水
叫
H
M
共
也
、

※
六

m朗
、
坂
口
俊
英
、
佐
藤

利
必
、
水
品
．一俊
J
Y

－
以
上
向

。h｝
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
乏
し
た
。

O
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ．
・－枚
惜
の
桜
川
伊
泌
さ
ん
か

ら
山
口
秋
市
r
e
・作
（
日
本
州
）

M
叶

風

1
占…

マ
殿
町
の
野
田
サ
ク
子
さ
ん
か

ら
亡
犬
潔
さ
ん
が
川
前
お
枇
訴

に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
町
政
発

M

慣
の
た
め
に
同
万
川

今
月
の
納
期

固
定
資
産
税

（第
二
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
一
一
期
）

た。袋椅絞検棋はといわれた

ら「がんかもしれない」な

どと一人合点せず、がんで

ないことを確認するために

ぜひ精密検診を受けましょ

う。精密検資を受けないた

めに、がんの進行に気づか

ずに一命を失うとしたら、

こんなにかなしいことはあ

りません。

働き様リのみなさん、

ん系の品中せな生前を守り、す

・』やかな右後のためにも定

期的に引がん検診を受けま
しょ、っ。

リ五 3長 手t n 日 1合2、' .t~ 
( ).t縁者等｝ 受付時間

7 Jil2 l:J伏）

一 'i'IO s:30～9:30 保健センターげ12Iベ
胃

-1-'，.：；；・字L
013:15～14:00 

カず
7 Jj 13 LI附ん、

i白1Iメ： '1'10 8:30～9:30 保健センター
子 -v1:i・字L
p昌－園、 Ql3:1s-111:00 
． 

7月14l:I （榊事し
カず 特別｜・泊 31又 )'/ 0 8:30～9:30 保健センター
ん

Hi・写L。13:15～14 :oo 
検

7月291:1樹診
1tH~ I'／。8:30-9:30

~tbJ,南保支所
」－ v::i・字L

013:15～14:00 

心の健康相談 7刀41:1 ・ 18 H 

員約ffilJですが仰での受付lも、ずれも例） 黒部保健所
むします.(ft52・1224) 。13:00-13:30：.：：件..:t人の射l.H・2けます．

機能訓練 7月19II (:k) 
保健センター

(I脳'f· 'I· 後遺症~» 。13:00～13:30
子育て教室 7月20t-1 (1JQ 
[ 'l:lま1-2かJJのあかちゃl。13:30～13:40 保健センターんとねかあさん 縦

3か月児健診・脱臼検診 7 J J 26 LI （刈 あさひ総合病院
(6iド4)J 'tまiL※） θ13:00-13:30 整形外科

4・5か月児健診 7fll911｛必
保健センター(61ド2J1ノiミまfl※） ①9:30-10:00 

1歳6か月児健齢 7 J-128日榊
保健センター

(4ilミ121J、S"V・lJI 'I：まh ※） 。13:00～14:00
育 児相談 7舟20Elかω

保健センター（希匂！朽・※） 。9:30-11:30
日本脳炎予防接種

7月7日｛村
疋lf.6))-2~5日生まれで保ffP~へ。13:30～14:30 保健センターITっていない人Iil l~H~径滋

2年6Jl-3lJ.'.5tl生まれで保育所へ 7月19E:I （火）
保健センターijっていない人！.！2 [ii]f＆極量 。13:30～14:30

7月14円榊
役場

街頭献血のお知らせ 。9:30～11:30。12:30～is:oo 職工会館前

※母子手帳持参

①健康体練教~及び健康相E査（いずれも希望者）は、 7 月の毎週金曜日午前 9 時
30~ーから保健センターで、 自主康相絞は毎週火曜日午後 l 時30分から老人福祉
センター（ 7月初日lま].$j総集!ftセンター）でも行っています．

r写実で見る羽口町のう

つりかわりJより

あ
さ
ひ
総
合
病
院

第2・第4上限付は外米

休診（試行）です。

急怠は夜間・休UMを問わ

ず却時間いつでも受け付

けします。

Emu－－60 

休 日 救急診療当番医 務鵠～午後開

7月3日（印 坂 東 病 院 ft83-2299 

7月lO日（日 丸川病 院 宮83-3391

7月17日（日） 松 倉 医 院 宮82-0051

7月24日（日） 伊 東医院 ft83-0504 

7月31日（日） 坂東 病院 包83-2299

ガソリ ンスタ ンド休日当番店

7月3日（日） 朝日石油 合82-0661
ア月10日（日） 大谷石油 ft82-0703 
7月17日（日） 小川石油 岱83-3033
ア月24日（日） 浜岡商店 合82-0578
7月31日臼） 中央農 協 ft83-l l 35 

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
筈

〈鎗将繊蕊解＞3 :P11£. I司"ii.2可
決‘ 3 •. E. 3 -111峨．間五、 2－~＼ 

Jままで7下J山内．
〈解脱＞ 3 ：へ成リ I~てるのが、 J忽所

をつく rです• foil金なら2」ニ成、 4
＝。1;.. 5 ・.J肉l/l'.皐で．初4-3 ・ l'J成 I~

.1...:.1；.、2 '.II¥. 3 ＇仲介、 f1i)J世峨．
r;;1;t;以ド；，＇；｝，.J.せん．

<r.11w1:1sべ四ジ｝

1111 
宮54-0731所在地／黒部市消防署向側診療時間／午後7時～午後11時診療日／ 日曜日 ・祝日ー 新川地区休日夜間急患医療センター

園田



あなたの回りの身近な話題を待っています〈合83－竹00内線204）ヘ。

一一 高校総体の標準献立講習・試食会 一一

モリモリ食べてがんばって
4
t
凶
高
校
総
体
の
倒
幕
ま
で
こ
か

け
と
な

っ
た
六
川

一
日、

人
将
町
の

タ
七
咋
に
会

っ
て
き
ま
し
た

－
「
友
の
会
」
で
美
術
館
め
ぐ
り

l

ふ
る
さ
と
美
術
館
友
の
会
の
皆
さ

ん
が
六
月
四
日
、
町
内
の
美
術
館
め

ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
名
作
鑑
賞
ミ
ニ
ツ
ア
ー
に
は

会
員
約
．
一十
名
が
参
加
。
ふ
る
さ
と

美
術
館
を
皮
切
り
に
、
パ
ス
に
乗

っ

て
庄
川
町
の
庄
川
美
術
館
、
弁
波
町

の
創
遊
館
、
井
波
美
術
館
を
訪
れ
ま

し
た
。

武
村
編
牝
会
館
で
標
準
献
立
の
税
習

会
と
試
食
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ん
民
，
F
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
れ
わ

れ
る
朝
日
、
入
品
殺
の
両
町
に
は
選
手
、

役
員
な
ど
約
千
三
百
人
が
三
十
一一
の

旅

飴

（
う
ち
利
川
町
は－

一

一一 町遭対協が
岩場で救助訓練 一一

朝
日
岳
方
面
山
岳
遭
難
対
策
協
議

会
の
皆
き
ん
が
六
月
十
二
日
、

出番ないことを願いつつ

新
j潟

県
の
組
一
小
知
小
川
岸
沿
い
の
山
石
川
吻
で
救

助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

山
山
後
山
岳
務
備
隊
の
隊
員
を
滞
納
附

に
迎
え
た
訓
練
に
は
、
刷
協
議
会
の

若
手
メ
ン
バ
ー
五
人
が
参
加
。

ザ
イ

ル
ワ
ー
ク
や
確
保
技
術
を
午
ん
だ
は

カ

実
際
に
人
を
背
負
っ
て
岸
取
を

ト
り
る
な
ど
、
約
四
時
間
に
わ
た

っ

て
本
奈
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
げ
を
流

し
ま
し
た
。

広報係では，& TOJ?iCS News t込

日

., ・一

I I 

主家

自然に帰つ寸くれ3か怠
一一 南保保育所のカラスのカラちゃん 一一

ホ
テ
ル

十
五
軒
）

に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な

っ

一
日
た

っ
ぷ
り
と
名
作
鑑
賞
を
し

た
符
さ
ん
、
ち
ょ

っ
ぴ
り
旅
人
気
分

も
味
わ

っ
た
よ
う
で
し
た
。

.. ・

年
に

一
度
の
同
郷
会

て
い
ま
す
。

こ
の
円
は
、

こ
れ
ら
の
ん
析
の
板
前

ー
来
京
朝
日
会
開
催
｜

今
年
で
第
十

一
回
目
を
迎
え
た
東

京
朝
日
会
が
六
月
五
日
、

東
京
の
サ

さ
ん
ら
が
、
県
が
決
め
た
標
準
献
立

ン
ケ
イ
会
館
で
闘
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
東
京
近
郊
に
在
住
の

町
か
ら

試
食
し
た
お

校
性
や
大
会
関
係
者
七
卜
人
は
、
豚

肉
の
パ
イ
ン
ロ

i
ル
や
パ
イ
貝
の
煮

の
夕
食
二
例
を
調
即
日
。

む
の
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
み
そ
か
け
な

町
州
身
者
約
百
名
の
ほ
か
、

は
魚
津
町
長
や
大
平
町
議
会
議
長
ら

も
出
席
。

水
鳥
信

て
会
長
と
丸
岡
三

ど
ボ
リ
ュ

ー
ム
の
あ
る
メ
ニ

ュ
ー
に

大
該
判
を
押
し
て
い
ま
し
た
。

五
月
二
十
日
、
南
保
保
育
所
の
子

供
た
ち
が
散
歩
の
途
中
、
災
山
の
木

陰
で
鴫
い
て
い
る
カ
ラ
ス
の
赤
ち
ゃ

ん
を
見
つ
け
、
保
育
所
に
辿
れ
て
州

り
ま
し
た
。

ー
ー
そ
の
後
約

一
か
月
。

ち
ゃ
ん
」
と
名
付
け
ら
れ
た
カ
ラ
ス

は
、
子
供
た
ち
と
保
母
さ
ん
の
手
厚

い
介
護
で
次
第
に
広
気
を
凶
復
。
今

で
は
体
も
大
き
く
な
り
、
り

っ
ぱ
に

飛
べ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

大
き
な

μ
を
附
け
て
エ
サ
を
お
ね

だ
り
し
た
り
、
チ
供
た
ち
と
仲
よ
く

遊
ぶ
カ
ラ
ち
ゃ
ん
は
、
保
育
所
の
ア

イ
ド
ル
的
存
在
。
た
だ
、最
近
で
は
、

「再
び
え
の
内
然
界
に
民
っ
て
い
け

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
の
が
、
み

ん
な
の
心
配
の
タ
ネ
。
子
供
た
ち
は
、

静
か
に
そ
の
円
が
米
る
の
を
待
つ
よ

と
に
し
て
い
ま
す
。

「
カ
ラ

郎
相
談
役
が
東
京
富
山
県
人
会
か
ら

平
成
六
年
度
ふ
る
さ
と
賞
を
受
賞
さ

れ
た
の
を
祝
う
と
と
も
に
、

な
ご
や

か
に
歓
談
。
ふ
る
さ
と
の
話
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

豪
快
に
初
夏
や
二
本
釣
り

｜
｜

宮
崎
浦
で
オ
イ
ボ
漁
解
禁

｜
｜

宮
崎
浦
の
オ
イ
ポ
漁
が
六
月
十
日

解
禁
と
な
り
、
体
長
八
十
七
今
、
重

さ
十
四
♂
の
初
物
が
内
堀
忠
こ
さ
ん

に
よ
っ
て
釣
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

や
し
き
た
イ
カ
を
え
さ
に

一
本
釣
り

す
る
オ
イ
ボ
漁
は
、

宮
崎
浦
の
初
夏

2切手相ll-・1;{
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L

U
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記
コ
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1
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旧
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行
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ま
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は

は

ほ
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目
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日

は

は

ほ

ぼ

口

水
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根

川
山
鈴
小
若

波

後
松

Z
米
山
野
井
向
回
向
松
藤

lllJ 

rH 
定盛

ケ

古川

台~）~

1ti銀

久保

道下車I~

：長谷

内附

十公！原

井口

の
風
物
詩
。
か
つ
て
は
二
灯、

二
百

♂
近
い
大
物
J
U
数
多
く
釣
れ
た
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
最
近
で
は
め

っ
き
り

数
が
減
り
、
昨
年
は
漁
期
間
中
に
揚

が
っ
た
の
は

一
匹
だ
け
。
ま
さ
に
幻

の
大
魚
と
な

っ
て
い
ま
す
。

-



長ヨ月 E理表 I~~司

ひの美術さあ
浜昼顔

ヒスイ海岸に夏を告げる

［織と美術館1
名作鑑賞室J

-, 

4ぇj

磐f
山fL 

魁t.,..--... 
色l

iliぃ ・6
ノミ 吉良O
装×

I 6 

9 ? 
5 6 
8 ·~ 
!F’ 
作
紙
本
彩

東f

明
治
州
年
（
1
9
0
8
年
）
1

縛
曇
り
の
秋
空
の
も
と
、
一
一
角
形
の
紅
葉
の

山
が
常
々
と
据
え
ら
れ
て
い
る
。
樹
木
は
紅
と

ん
氷
で
描
か
札
、
燃
え
さ
か
ら
ん
ば
か
り
で
あ
る

が
、
グ
レ
ー
の
刈
L

と
出
け
あ

っ
た
収
か
な
駄
の

空
れ
が
っ
た
わ
っ
て
く
る
。

上
越
同
境
の
法
師
温
泉
の
裏
に
あ
る
山
を
モ

デ
ル
に
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
特
定
の
山
を

描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。

「
私
が
こ
れ
に
よ
っ
て
表
わ
そ
う
と
杭
っ
た

の
は
、

秋
の
航
集
め
山
に
比
え
る
冬
の
州
絡
を

山川
に
し
て
の
、

収
か
で
、
静
か
な
た
た
ず
ま
い

と
で
も
ぷ
う
べ
き
も
の
で
あ
る
」

と
作
お
も
述
べ
て
い

る。

戦
後
日
本
州
の
傑
作
の

．
つ
と
い
わ
れ
て
い

る
米
山
魁
必
の
代
ぷ
作
で
あ
る
。

米
山
魁
市
内
は
繊
浜
市
午
．
ま
れ
。

附
利
6
年
・米

京
美
術
学
校
を
卒
業
後
、
ド
イ
ツ
に
開
学
し
、

ベ
ル
リ
ン
大
学
で
美
術
史
を
学
ぶ
。

M
巌
を
中

心
に
活
躍
し
そ
の
独
特
な
静
誼
な
作
風
で
風
景

闘
を
描
き
出
い
評
価
を
得
て
い
る
と
と
も
に
、

現
代
日
本
四
の
頂
点
に
立
つ
存
夜
で
あ
る
。

「朝

現，E
面白代目
8 29 ~位
。日 同 窓
口告白 j_ ~~ 
円J,4入商
小国l重l!; 
中28~立
高日 VJt主
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今年も6月の初旬、ヒスイ海

岸に誤昼顔がかれんな花を咲か

せました。

浜昼顔は、海岸の砂地！こ生え

る多年草。茎はつる状て長く地

面をはり、初夏に淡紅色て直径

約5anの花を日中に開きます。

潮風に揺れ、海辺に夏の訪れ

を告げる浜昼顔。かつては海惇

のりたるところて見ることがて

きたとりわれますが主最近では

めっきりその姿を消し、ヒスイ

海岸ても数か所に群落がある疋

けとなってります。

V
んハ
川
の
あ
る
日
、
ヒ
ス
イ
海
山
へ

写
只
搬
彬
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
。

本
格
的
な
去
を
前
に
ま
だ
人
影
は
ま

ば
ら
だ

っ
た
ら
の
の
、
小
石
を
拾
い

な
が
ら
波
と
戯
れ
る
税
チ
辿
れ
や
投

げ
釣
り
を
州
市
し
む
人
な
ど
、
小
川
作
線

に
は
の
ど
か
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景

が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。
V
と
こ
ろ

が
、
よ
く
見
る
と
あ
ち
こ
ち
に
置
き

去
り
に
さ
れ
た
空
き
缶
や
ゴ
ミ
が
散

乱
。
驚
い
た
こ
と
に
は
、

削
れ
た
ビ

ー
ル
瓶
ま
で
m
枕
さ
れ
て
い
ま
す
。
故

意
に
割

っ
た
も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、

波
打
ち
際
に
放
置
す
れ
ば
い
ず
れ
割

れ
る
の
は
十
分
子
恕
で
き
た
は
ず
。

ニ
め
人
は
、
瓶
の
舷
片
が
内
総
に
資

を
変
え
る
と
は
与
え
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
あ
き
れ
る
と
同
時
に
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
行
為

に
強
い
憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。

マ
と

は
い
え

一
瞬
、
そ
の
州場
を
そ
の
ま
ま

に
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
向
分
自
身
に

赤
面
。
拾
い
集
め
た
破
片
の
な
か
に
、

自
分
も
捨
て
か
け
た
小
さ
な
良
心
の

か
け
ら
が
交
じ
っ
て
い
る
の
を
見
つ

け
ま
し
た
。

込五島・」

-｝はlliJ月比世平野数 5.193(-8) 6.1攻＜• ( 計 17.647（ー22)女 9.409 （ー15)男 8,238(-7) 〔町の人口〕


